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領域ｂ

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図

2009 年 3 月 1日～（M≧1.0）

ＣＭＴ解 

領域ｃ 

今回の地震 

今回の地震

2009 年 4 月 5 日 日向灘の地震

2009年 4月 5日 18時 36分に日向灘の深さ28kmで M5.6

（最大震度 4）の地震が発生した。発震機構（CMT 解）

は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリ

ピン海プレートと陸のプレートの境界で発生した地震

である。 

領域ｂ内の断面図（A-B 投影、M≧2.0）

領域ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

1923 年 8 月以降の活動を見ると、日向灘では

M≧7.0 の地震が 5 回発生しており、最近では

1984 年 8 月 7 日に M7.1（最大震度 4）の地震

が発生している。 

震央分布図 

（1997 年 10 月以降、深さ 0～80km、M≧3.0） 

震央分布図 

（1923 年 8 月以降、深さ 0～100km、M≧5.0） 



気象庁作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月６日 イタリア中部の地震

2009 年４月６日 10 時 32 分頃（日本時間）、イタリア中部で M6.3 の地震（北緯 42.4°、

東経 13.3°、深さ約 10km、震源位置およびマグニチュードは米国地質調査所[USGS]による）

が発生した。この地震の発震機構（気象庁 CMT 解）は北東－南西方向に張力軸を持つ正断

層型であった。 

４月７日 11 時現在、震源に近いラクイラ周辺では、多数の建物が崩壊し、死者が 150 人

以上に達しているとの情報がある（英国放送協会[BBC]による）。 

今回の地震の震源周辺では 1915 年 1 月 13 日に M7.0 の地震が発生し、死者 32,610 人など

の被害が発生している。

Roma(ローマ) 

震央距離：90km 

人口約 270 万人 

Perugia(ペルージャ) 

震央距離：110km 

人口約 16 万人 

死者 32610 人

死者 1404 人

死者 2483 人

震央分布図（1900 年以降、深さ 100km 以浅、M≧5.5） 
※震源要素、被害は「宇津の世界の被害地震の表」による。 

領域ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図

今回の地震 
（USGS による）

死者 29 人 

死者 11 人

震央分布図（1990 年以降、深さ 100km 以浅、M≧4.0）
※震源要素は米国地質調査所による。 

領域ａ 

領域ａ内の地震活動経過図 

今回の地震 

震源付近の震央分布図 

（4月 1 日～4月 7 日 11 時）

上図の地震活動経過図 

L'Aquila(ラクイラ) 

人口約７万人 

死者 150 名以上（11 時現

在、BBC による） 

今回の地震

Napoli(ナポリ)
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